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本論文は、夙川学院fci期大学における/-育て支援ルーム「しゅくたん広場」開室から約1年 
年の取り組みについて報告するものである。これまでの実践から、内宮ホ•地域f育てセンター 
審类の--Stとして關室した本学の広場は,キに2歳までのfどもとその親が安心できる居場所 
として、地域に极づいていることがわかった。その活®)に関して、規の育ちを支える試みとし, 
まずfl1〜2回,様*な分野から講師を招き溝座を開催していること,次に学内施役の利用者 
への開放と問題点について報告した。また、次世代を担う学生の学びとしての試みについては、 
ボランティア学生の活動や実者前指導の場として広場を活用している例から、日常では乳兕と 
触れ台■う檄会の少ない学生が広場での体験を通して成長する様子が捉えられた,以上の利用状 
況を踏主え、地域と大学においてしゅくたん広場が存在する盘味が示唆された。個々の親户や 
家族のあり方を大切にした、本卞における広場の活動の電要性を検討することが今後の課題と 
なった。
ここでは本学での亊例報:!?を行うことで、地域に根ざした大学におけるJ••育て支援の今後の 
実践と研究について検討するための某礎的資枓としたい。
キーワード：地域f•育て支援■親の育ち• 7:生の7:び
1はじめに
チ育てほど社会の変化に大きな影费を受けるものは 
ないといわれる。少fイ匕が進み地域での人々の結びつ 
きが希薄になった現代仕会においては,传から受け網 
がれてきたf育てにおける様々な知恵や工夫の伝承が 
雔しくなりつつある。一方,大7:は先進的力安定し 
た現^を発Uする「人を育てる場jとなる必要があり, 
そのような大卞が地域の人々に酋献や援助を行う重要 
性が増している。f育て支援は「家庭支援策Jであり 
「社会』を育てることにつながる。そのため,地域に 
根ざした大学におけるf-育て支援の持つ怠義は大きい。 
两宮巾より大学と連携したf育て事策の提案を受け 
て,本7：のr育て支援ルームrしゅくたん広場』i±i折 
しい親と/■‘の育ちを考える「地域のたまり場jの役割 
をH指し開室した-学㈧の「広場j周辺は学生、教職 
員の往来が扣繁で,キャンパス内で利用親f-との交流 
LR然と深主る。規fは広場の利用を通して,大学と 
いう空問での搽々な触れあいを日常的なこととして経 
験することができる。
ここで場の開室から約一年半行ってきた本学の 
敗り組みについて報告し,今後の大7:における了-育て 
支援の実践に役立てていきたい。
2. rしゅくたん広場jの®要
「しゅくたん広場」は!^宫布の少HbOの一環と 
して展関された内'莒ボ地域f•育て支援センター事黨で 
あり、平成20年に児童福祉法で法制化された地MJ J■•育 
て支援拠点事突「ひろI货Lに位霞づけられる。大学 
の持つ知的財産、人材や専門性を生かして地域の户育
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て支援に取り組む、布と連携したf-育て支援ルームで 
ある。空き游室81rr?を改修、別にfども用トイレやシ 
ヤワールームを没置し,平成21年10月にオープンし 
た,から金曜日の9時30分から15時30分まで 
開室(12時から13時は閉室)。4名の保育アド/く4*ザ 
-が2名ずつ勤務する。
広場は主に〇歳〜3歳のfどもtその保樓者が対象 
で、親f•で广どもの発見する遊びを共に楽しむ場とし 
ている。開室中はいつ来てb,いつWってもA由で, 
r育て家庭の交流の場でもある。
市と連携したチ育て支援事業で基本となる柱は、
① 户育て中の親fの交流の場仍提供と交流の促進
② 广育て等に関する扣淡•援助の実施收びに関係棟 
関へのコーディネート
③ 地域のf育て関速W報の提供
④ 户育て及びf育て支援に関する^^会の実施
の4本である。これをW滑に述常するために、保胄ア 
ドバイザーが、親户への対応 施設利用の案内、親/, 
の遊びの見守りや遊びの提供、他の親fとの交流のき 
っかけつくりなど)や育児扣談、毎月1回開かれる講 
座や行事の案内、ボランティア学生の指導など広場に 
関する業務を行っている。 Uh上)
3.利用状況から捉えられる傾向と問題
私成21牟10月20日の開室より、ヤ:成23年2月末 
日までのしゆくたん広場利用総数はのベ7110名(開室 
304日問)となっている。月別に利用者数の推移を表し 
たのが図1である,これを午的と午後に分け利用状況 
をグラフにしたものが図2である。開室から4ヶ月経 
った頃よりほぼ毎月400名以上の親fが利用するよう 
になっている。そのなかで7月から10月の問は午前中 
の利用が他の月に比べ特に多くなっている。これは、 
今年度替い時期が長く統いたため,屋内でA由に遊べ 
る場所を求めて、比較的気溫の低い午前中に利用者が 
集まったこと,また7月中旬からs月末までdjaに3 
日、午前中に/■ども用ブールをしゅくたん広場前で解 
放し' 水遊びの行事を開催した影想もあると思われる。 
今年度4月以降では,1日の親fの利用者数26 
名となっているu空き教室一部屋を_した広場では, 
2名の保育アドバイザーと親户が交流し、ゆったりと 
した-0寺”を共有していくために現在のこの利用数で 
ちようど良い空問を作り出している。
利用者の推移梭数
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利用者の地域分布としては約70%が徒歩等で來室で 
きる広堪周边地域に居住する規f-で、しゆ く たん広場 
が地域に根ざした拠点として位置づけられつつあるこ 
とがわかる。一方で遠方からの利用者が約30%以上 
り,支援を求める強さと大学における実践の盘味を検 
討する必要性が感じられた〇 (図3)
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となっている。乳児を育てる母親が家庭の外に何らか 
の結びつきを求めていることがわかる(図4),
図4子どもの年齡分布
利用組度では月1'2回が81%.週1回が12%、 
题2～3回が6%,ほぼ毎日が1%である(図5> 。 
一週問に1回以上しゅくたん広堪を利用している親广 
が約20%あり,しゅくたん広場が規f-の居場所の1つ 
として生活の一場面に取り入れられてい5ことが1-1わ 
れる。また,家庭とは異??の"广青ての場"を親が求 
めていることが考えられS。
今後は、どのような親と了‘の育ちを目指していくの
その方向性を明確にした上で、サービスという視 
点をこえて大学という場での特色ある户育て支援を検 
时していくことが必要となってくるであろう。
4.親の育ちを支える試み
(1)講座
しゅくたん広塌におけるf育て支援のベースには、 
"母親を元気にす5ことがf-どもを健やかに育んでい 
くことに繁がる”という考え方がある〇また、テキス 
卜に賴り、f-育てに正解を求めて苫しむような問題に 
落ち込まないように,(母)親途を支えていきたいと考 
えている。「家の中で一対一で户どもと向き合い一生？K 
命やろうとすればするほど、7■•どもと一緒にいること 
に息苦しさを感じるようになってしまったJと,ある 
待親はfi分の1'-育てを振り返っている,そこには、存 
&するはずのない"良いP育て”を求めてがんばる母 
親の姿がある。
_がAら考える力を育み、心と体で感じるものを 
大切にしながらA分の！••育てにR佾が持てるよ 
うにする。
②(母)親の人としての育ちを考えるために新しい 
“窓”を難する。
_立した/'育てに落ち込まないように,fl分らし 
さを認め合える仲問作りの機会を提供する。
以上の3点を主なねらいとして、様々な分野から講 
師を招き,講沌を開催している。表1がこれまで実施 
してきた講坪の一覧である。体験型と講義型、親のみ 
と規I■■で参加できるタイプがある。本7:では,参加者 
同上や^解^とも充分に交流できるように10～20名程度 
の定員で設定している。
写决1真刻な表悄でタップを菜しむ受講者
読「ワン-ツー•タップ 〜タップで楽しもうJ 
の参加者がタップダンス初休^の後、调師らと饯笑し 
ていた折に「体の中が流れた感じがするJと未知の世 
界に触れた惠びを述べていた。受動的に聴講する形式 
よりも,規逸とがテー■マに向けて共に感じ考える 
あり方で取り組むことにより,参力n者■は1胃したこと 
をA分の中のより深い所で感じ取っていくようである。 
親たちのこういった紐味が,心の深まった閔わりとな 
って_f*どもたちに伝わっていくのである。
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表1しゅくたん広塌謓座一霣
*家族で楽しむil座は、038日は保it者A名のうち.父7名■母a名,22日は12名のうち,父5名母7名.9月50は13名のうち.父4名.母9名が參加
*參加者の瑁のラち.兜®数〇名のa座は,母拽のみ番加のもので、お子さんは保甫アドバイザーがしゅくたん広場で保南した、
* 讲座内容は http ノ / www ihuku(awa c.acjp department. ,m-Hirob» f News J で公蘭している,
年-月 關值日 講理名 虡味名 異u的な内容 參加看
兇重 保11者 台計
2009年10月 30日 子帝て講座 保甯アドバイザー 子買て相技 6 6 12
B月 25日 心を想じる瀵座 并上千品(児寒教宵学科■しゅ く たん広場主任｝ クリスマスリース.を作る 〇 7 7
12月 240 心を感じる講座 •子(児要教齊学科) 番粟を楽しもう一 «々な楽器に鳕れる一 12 12 24
20,0年•月 27日 心を懇じる讓座 番眩明美(虎畫教育学¥4,1 「私jと出会うーフ幻レトポールを作る- 〇 9 9
?月 220 心をる謓座 窃田健宏t虎盤教有学科! 観子でアロマー好きな暑リを作る 2 9
3月 110 観子でふれあい講座 井上千品■保有アドバイザー 棟子体授,取本学学生製作おもちゃの体» 37 33 70
4月 260 体を考える調座 摩本喜代子(本竽砟黨UiM師:| オイルマッサージ a 8 16
5月 19日 体を考えi講座 黨江蕞司(神戸使浦会病院 小凴科の上李なかかり方 13 13 26
6月 2日 子育て講座 浜本®平f絵本で子flてセンター瑱飾： 城本で子Kて一»み«かせでHまれる『轉j 一 13 11 24
/月 比 体t助か4 JI饅 畫X憧子L本字非*’勖耦朗! ワン■ツータッノ ータッノ C楽しもう一 Q U a
3月 3H 観子でふれあい講座 林有紀(兜雪教霄学科)•并上千品 ぬたくリ遊びで橐しもう 10 10 20
8月 8日 ♦家族で肇しむ講座 井上千晶•保育アドパイザー へットボトルで風鈴を作ろう！' 9 15 24
0月 220 •累族で楽しむas 并上千暴•保貢7Kバイザー ヘットボトルで風鈴を作ろう！ ! 7 12 19
9月 50 ♦家族で楽しむ»座 井上千晶•保flアドバイザー オリジナル布かばんづくり 6 13 19
9月 170 親子でふれあい»座 森美奈子:冢政学科) 遊びを通して字ベる食蓠 11 10 21
10月 130 体を考える講座 庫本覉代子(本学非常勤决钸1 爷防榷相について 〇 3 3
It月 100 体を考える謂座 痒.本离代子(本学葬黹勤謓師:！ 予防楼«-2冬に寶.をつけたい病51 9 9 18
,f月 300 心を想じるM座 并上千a ［凴®教育学料•しゅくたん広場主任｝ クリスマスリースを作る 〇 9 9
,2月 8B 心を想しるJI座 番匠明鐽(児»教爾字科) 砂給遊び 〇 7 7
2011年1月 250 现子でふれあいa瘦 并上千品■保育アドバイザー 規子体操•欺本字字生製作おもちゃの体装 31 30 61
2月 160 子育て旗座 學田由美子(兜a教胄字科) モンテッソーリの子どもの見方を学ぶ 〇 7 7
3月 150 心をsじるa座 喬子(家政学科) 自分に含う色を見つけようーパーソナルカラー,
:■•: A+ 22回 174 241 4,5
笨者が行った「私と出会う〜フヱルトボール作りJ 
のiMffiでは、制作前から「これでちゃんとできるのかj 
と®ねて確認し、失敗をおそれる搽r'が参加者■の問で 
しばしば見られた。上手な作品を作るよりも新しいこ 
とに挑戦する気持ち、楽しむS持ちを大切にし、「まず 
はやってみましようJ「作品に失敗はないですよJと励 
ましていく。思V、通りに⑴来上がらなかった作品も, 
fi分の手で作り上げてみると、それなりにA分らしい 
味わいがでていることに沄がつ力甘Iることがある。思 
ったようにできなくても、盘外と面白味がある。これ 
までとは少し異なる捉え方をしている白分に気づく, 
そういった適度な■■よいかげんさ"を受け入れた時に 
親の心の中から生じてくろいきいきとした感覚が,(■ 
どもと向き合っていく気持ちにエネルギーを*5-えてく 
れるB
卵书を受,流して得たものが,参加者の生きている世 
界を今までとは少し違ったものへと変えていく„その 
ような触媒として働く刺激を溝俠を通して提供してい 
きたいと考えている。 (番征)
写真2『親子でふれあし嘯びjの講座贴
(2)大学施設の開放
本学では、しゅくたん広場に親Pを受け入れるに際 
し、1号館受付前と12弓館図靑館入り口前にA転車や 
ベビーカー置き場を設けた。また、1冷館ホワイトホ 
—ル 泊®販売機やパン売場)、クリスタルホール、図 
并館,ミニコンビニ、学生食觉,実科食堂などの利用 
もロJ能とした。また、本'’の立地を考え、卞生の利用
20
明川学院杞期人学教ff尖践研究紀想2010
表2 しゆくたん広場餐H者の図書館利用状況
參兑鉍•利用状況
4fl 6月 7月 9 fl 1 Ofl 11月 1 2fl 1 fl 2fl :J fl 合,计
'■- 1- 2 8 9 7 12 10 18
'■'こノt艸1 () () () () () () () () () () (-) (-) (-)
利»| 2 16 15 22 37 51 143
4H 5H 6H 7H 8H 9H 1 0H 11 H 1 2H 2M 合朴
2010年度
34
(23)
9
(1)
11
(〇)
8
,:〇)
9
(1)
3
(〇)
15
(1)
12
(1)
4
(〇)
2
(〇)
4
(1)
1U
(28)
利用 18 11 58 19 51 18 69 86 13 50 64 610
參闻古ft出册数
4 >1 □ M 6月 7 H 8 H 11 H | 1 2H 3M 含朴
2009 fil | 36 152 160 196
4月 6冃 7月 8 fl 9月 1〇月 11 fl 12月 1 fl 2fl 3H 含針
2010年度 161 180 155 167 152 213 271 137 185 211 1990
を妨げない範囲で、,生の登卞に使われるジャンボタ 
クシーの利用も許可された«その利用状況や問題点に 
っいて述べたいB
[1】図書館
本屮図宵館の約8万6千冊の蔵Sのうち、給本
1万3千冊を占める。開架式奔架の2階部分には、そ 
の給本だけを別置した給本コー十一を股け、しかけ給 
本や布絵本、大型絵本や餓芝居の展示もされている。
また,2階アートギャラリーでは、7:生の作品を鑑 
賞することができる。美讲^ザイン7料卞生の作品展 
をはじめ,家政7:科ファッション専攻7:生の回顧展な 
ども行われ,児童教育今與学生が制作した立体紙芝居 
や大型遊具などの作品も展示される。
このように、乳幼児やその保護者の世代にとっても 
魅力的な施没は,一部外部の方にG開放されているの 
で、しゅくたん広場登錄者(保護者)にも利用を>4能 
にした
外用者は、
•図奔(雑誌を除く>貸川
(冊数：5冊期問：1ヶ月)
•図齊館資料の閲K
.図苦館资料の複ザ(有料>
-鵬覚資料の鵬
•データベース、インターネットによるW報検索 
を利用することができる。
また、図奔館の絵本のうち、複数登録のあるものの 
中から,50冊を保育アドパイザーが逋定し、しゆくた 
ん広場への貸しIIIしを行っている。しゅくたん広場利 
用者は、広場でゆっくり床やソファに瘐って絵本を読 
むこともできるし、図舞館で絵本や一般囡宵の閲 
貸し出し利用もできることになる。
しゅくたん広場登録者の図弃館利用状況の一货は上 
記(表2)のとおりである。
しゅくたん広場利用者(保逢者)の月V均はのベ約 
200^, 2009年10月から2011年2flまでの図'寿館利用者 
の月'I'1均は44名(2010年4月からで1155名)と2'别か 
ら3割近い方が利用され、また貸しIIIし冊数b—度に 
3冊以上を利用している割合となり,図葺館職員の 
方々のご協力のおかげで図弊館が有効に利用されてい 
ることがわかる。
•問題点①
広場利用者の来室は不定期であり、利用が複数年に 
およぶこともある。またおfさんが成長して広場を利 
用する年齢を超える場合もある。あくまで、広場に来 
室している方に、図靑館も利用してもらうにはどのよ 
うにすればよいかを図苦館と事前に扣諛した,しゅく 
たん広場開室が2009年10月20日であったこともあり、 
しゆくたん広場での登録更新(住所などの確誌、)は、 
2010年からそれぞれのおfさんの誕生/1に行うことと 
した。これで、年1度以上の来室が確認できるため、 
その広場登録カードと0■:所確認靑頌を以て,図奔館利 
用を吋能とすることとした,現在、一般WH者と同様 
に年度末(3月末)までの図害館カードが発行されて 
いるロ
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•問題点(2)図書館での学生とf•どもの共存
短期大学図宵館は本来、学*および教職員のための 
施没であるので、公立図*館以上の静黹さを求めたい。 
その意味もあり、f-どもだけの来館は禁止しており、 
あくまで保護者が学外利用者として許吋される。しか 
し、乳幼児を匿いて図弊館に入館することも難しいた 
め、保護者に速れられて入るfどもたちについては入 
館を制限していない。
そこで利用者側の意識も問題となる。図熟®定や資 
料閲览の際に、お/さんからHを離されるケースもあ 
り,また乳幼児に舴粛を求めることも難しいEがある。 
職員の注惹を受け入れないわけではないが、静粛が長 
続きしない場合もあり、生との共存が懸念される。
図宵館では年に一度7:生対象のアンケー■卜を行って 
おり、そこに今回(2010年9月24日'^29日),しゅくた 
ん広場利用者を想定した項Mを入れて、上記の問題を 
諮った。fet期大学2回生および専攻科生の針231名を調 
査対象とした、K問1「イ-ども連れ■での利用につい 
て気になることはありますかjに対して,その結果は、
•気になることがある 22名 10%
ない 145名 63%
•チども連れの利用者を見たことがない
30名 13%
•無回答 34名 15%
であった。学生の念識には今のところ,子どもたちの 
声がさほどうるさいとは映っていないことがわかり, 
勉■?:の妨げとなっていないことには、安堵する思V、で 
あるc
しかし,アートギャラリーにおける幼児美術作品展 
では,遊具が展示されていたため,fどもたちがそれ 
を使った遊びに夢中になってしまうということもあっ 
た,本来の作品展では户どもたち:こ実際に遊んでもら 
う展示であるが、アートギャラリーが図靑館内である 
ためにこれも問題となった.
"Msの制作した大型遊具は、しゅくたん広場に貨し 
IIIされることもあるので、保^^には、あくまで大7: 
図奔館を利用しているというP党を強く持っていただ 
きたいという他ない。
【2】学生食堂■実習調理食堂の利用
しゅくたん広場が、12時〜13時を閉室しているため, 
お弁当などの食事をホールを利用して摂られる方もあ 
る。また、学生食堂を利用される嫩含も想定し,教職 
Hから寄付されたものもweて、各食常に广ども用食
事倚f-を用意した。また、本学の家政科の大董調理実 
ガは週に2回,学生や職員が利用して行われている。 
毎回バライテイに富んで栄養面に配慮された献立が安 
価で提供されるために、これを利用される方も多い。 
•問題点
実背食堂は教員の管理の下に、学生が_している 
もので、あらかじめ食葬を購入した数を調理するなど 
の/k-ルがあり,食後の片付けも利用者が行うことが 
K則であるので、広場の利用者■には利用しにくい面が 
ある。丄夫してf•どもさんを待たせ、うまく食堂を利 
用されている方Gいる反面、食べこぼした後片付けが 
できない,自分たちの食事の閒,乎どもにHが行き届 
かないという保護者も見られた。
保育アドバイザー休み時閗ではあるが、食堂に 
慊f•を見に行くなど、家玫学科の教員、学生や他の利 
用者に迷惑のないよう配撤している。户ども連れの母 
規を睃かく兒守る'7:生や職員が多い中で,手助けを受 
けることが必要な巢合は求め,またそれにH■えること 
なく自己管理することも保議者に望みたいことである。 
7:生への教育という怠味では,いろいろな場で,n 
分たちとは違う立場の人々に配撤できる,t違う立 
場の人々を受け入れる許容力のある肀生が望ましい〇 
広場利用者との出会いがそのきっ力4ナになって,f-ど 
も般Lのf嫌 に手を貸すなどの心造いができるように 
なってほしいと献うものである,
また、今の‘7:生；^^来母親となって,広場利用者の 
ような立堪に立った時に、,想い面fig面教師として周 
囲にSd!®のできる保速者になってくれることも望みた 
ぃ。 (3*)
5次世代を担う学生の学びとしての試み
保育者をM指して入学してくる学生の多くは,それ 
までにfどもと身近に接する機会が少なく。保育の実 
片で乳幼児と初めて出会い閱わり方に悩むという現状 
がある。また、人とのコミュニケーションがうまく取 
れず,必要以上に不安を抱いて実兴础こm分に保育 
者■は向いていない』と締めてしまったり,実为に行っ 
ても環境に適応できないという姿が足られる。そのよ 
うな生がしゆくたん広場でrども途と出会うことに 
より少しでも幼い了‘どもと触れ合う機会を持てること 
は電耍である。
また、保育者赛成という見地と⑶wこ親户の姿を通 
して,Fどもを産み、育てるということはどういうこ
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と力將来の育!ftについてのイメージを持つことができ 
るのも副産物といえるだろう。
•ボランティア制度
卞生の学びのためにボランティア制度を没けた„全 
学科の学生を対象にした説明会を開き,必ず説明会に 
参加した上で、ボランティア韵决を行った学生が、日 
時を予約申し込みして広堪に入ることができることと 
した。オープンキャンパスの説明会や新入生へのオリ 
エンテーションでも広堪への見‘节を組みこんでノ•?:生 
が広場を知り,参加してゆく T地を作ってV、る。
ボランティア経験を通して、
① 子どもと関わり、/-どものかわいさゃ一緒に過ご 
す楽しさや喜びを味わうと共に発逮を知る。
② (S：育アドバィザーの姿を迪して保遵者との接し方 
や保育の方法,実際を知り保育の仕事のやりがい 
を学从
_室する規fの姿から将来のf■育てへのイメ ージ 
を膨らませる。
④人と接することを通して多様な価也観を知る。
などをザんでくれることをH的としている,
次に、ボランティア経験や授業での広場活用の事例 
を2例あげる。_____________________________________
•事例1:
中学校教諭二種免許状取得のための実矜(美術•栄 
養上コース学生)に臨むにあたり、事前指導の一傑と 
して利用した例。コミュニケーション能力を高めるこ 
とをM的とし、2-3人のグループに分75寸Iて3日問、 
広場を利用する親户との触れ合いや保有アドバイザー 
の仕事の手伝いをした。7:生がA分で矜えた絵本,お 
bちゃなどを用意して読み朗せや遊びを行った〇曲 
もって利用するチどもの年齡や興味について調4し, 
おもちゃや給本を手作りして来る姿も見られた〇この 
紐険を通して,緊張の中にt広場の親f■にA分を受け 
入れてもらうという紐解［をし,了■どものかわいさや、 
チどもと一緒に過ごす楽しさを知ることができた〇そ 
して同時に保育アドバイザーや保護者の姿から仕事と 
しての保育や育兕の搽广を坩問足ることができ、多様 
な価値観を知る機会になった« 
•事例2 :
保育専攻科生が小児保健実竹授樂で学んだ身体計測 
を「広場』で実封した> 授变B糊2コマX2回にわた 
り、5〜6人のグループtこ分かれて授業担当の岸本喜 
代f先生指導のもと,身長、体車,胸囲,頭囲を測定 
した.結果はパーセンタイル曲線に記入しコメントと 
共に保護者に渡す,広場には 身f本計測の実科を行う 
ことを事船に掲示したが、巾の乳児健診以外でこのよ 
うな身体計測をするという機会がないので、保邊者の 
関心が高ぐ希望者が多かった〇
授茉では保育実矜室で人形を使っての計測の方法を 
卞んでいるが、広場での実科では、月齢、年齢の異な 
る乳幼兕に対し、その姿にあった対Iじをしなくてはな 
らなぃ。'デ生はかなり戸惑った條f-で保胄ァドバイザ 
一も総fllで応援しての計測となった〇保育現場での実 
利とは違い、学校の中にある「広場」では学生達t安 
心感の中で実ガができる。授案担当の岸本先生をはじ 
め保育ァドバイザーの的確な指導、fどもや保遵者へ 
の対応の実際をHの当たりにし,7:生たちは改めて保： 
胄の仕事へのイメ ージを膨らませることができたよう 
だ
この他にt,食育•食事マナーについての性流調査• 
ファッションショーでの子どもHUR作モデル-遊具制 
作‘ &楽療育実为など,授笼での活用が広がり金的 
に「広場」が7吐のびの堪として定若して来ている。 
今後は学生がもっと「広場」の活用ができるように、 
今までの予約ボランティァに加えて,授策のちょっと 
した空き時問に保育ァドバイザーの許町を得てボラン 
ティァ活動が出來6ようにしていく方向であ么
讲±)
6.今後の課題
夫骑^代間の問題はf育てに大きな影1Sをすえる。 
現在,者の利用者はほとんどが母親である。父親 
が参加できるように,8月から9月にかけて日0S日に 
U回、Mを兼ね広場を開室した-その結果,家族で 
受講する参加者が増えた.その後夫婦の問でしゅくた 
ん広場のイメージを共有し,コミュニケーシ3ン7)5と 
りやtくなったと報告してくれる母親もいた.
父親や祖父母が、母親とは異なる立場でfどもの育 
ちを支える存在となるように援助していきたい。
また、講陴参加などを機会に親がA主的なサークル 
を立ち上げることを支援できる体制作りや,地域の次 
世代を担う小•中-离校生らが?L幼児と触れ合う機会 
を提供すること,親/-の抱える問題をグルーブや個々 
の扣放で取りあげていくことも今後の^^である。
親という役割に閉じこもらず。广育てをしつつ,n 
分の生き方を植索することを支えること。そしてなに 
よりも,どにとって今何が本sに大切なのかを考
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えることができるP育て支援〇個々の親f、家族がど 
うありたいのかという問題に丁寧に向き合っていくこ 
とのできるしゅくたん広場らしい取り組みを具体化さ 
せることが必要である。 (SIZc)
<付記>
-本稿は「全国保育上養成協議会第49回研究大S」('K 
成22年9月17日｝において発表した内容をもとにして 
いる。また、本稿は児童教育7:科において、共同して 
しゅくたん広場開設と®営に携わる担当者が考察検討 
した結果を分担して執平したものである。
•本学教餓員の方々には開室 _の段階から迷常の過 
程においてもfoらゆる面でご協力曲いていろことを感 
謝いたします。また、資料作成にあたっては保育アド 
バイザー、図靑館職員の方々の協力を得たことを記し 
て感謝いたします。
ピアスーパーバイザーからのコメント
本実践は、地域社会に開かれた実践であり,子育て 
中の親f-の交流、扣談,沾報収集,そして、新たな学 
びを支えるものである。欺では宵Kを楽しいと答え 
6親が多いのに対して、日本では育Kが否定的な回答 
する親が7别を占めるという關童がある。孤独なィ-育て 
になりがちな日本の現狀の中で、f育て支援ルームは、 
親にとっては心安らぎ、また、分をaっめなおし, 
さらには、わが子を客観的に捉えなおす機会となる。 
また,户どもにとっては母f中心の狭い人問醒から 
少し離れて、同年齢のfどもとの交流や保育士、学生, 
教職員など多様な人間と関わりをもっことができるK 
電な場となる。
さらに、’ぞ生にとっても、乳幼児と触れ合う橄会が 
極端に滅少している中で、学内でE常的に親Pの姿を 
aたり,授类やボランティアで親しく接したりす5の 
は「A分たちとは違う立場の人々へのSlMjをめざす 
上で得難V伸较の機会となっている。
本実践では、fei大の施没も有効活用されている。ま 
た、大乎の特色あ6講吨む多数開かれている。約300 
日開室で7000人以上の利用杏にヵnえ、遠方からの利用 
も3‘别以上に上るのは関係者の様*な丄夫と努力によ 
るものである,「大学という場での特色ある支援jがさ 
らに充実したものとなSよう今後の発展的な継Mが強 
く望まれる。 (祖妃輋教育7:科 早■田由羌广)
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